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これまでにMBsoccszo/cJes属条虫の人体寄生例は世界

で15例が報告されている．そのうち日本における症例は

小坂(1942)に始まり，伊藤(1962)，著者ら(1964)，萩原ら

(1964)，田中ら(1967)の各１例，ＫａｍｅｇａｉｃＺａＺ(1967）

の２例と熊田ら(1972)，小林ら(1974)更に影井ら(1974）

の横浜での症例を加えて１o例の多数にのぼる．これら

既報症例の主な共通点は感染経路が蛇類，殊にマムシ

Ａ鉢ifsZ，-oaollﾉｉａｂ'ｓ（pallas）シマヘビＥＺａｊＰ/ｌｃ９１ｌａａ'･‐

uJrga2a（Boie）の生食に起因している事である．著者

らは名古屋市在住の60歳の洋服仕立業の男子からえられ

た，マムシの摂取により感染したA淀so(でぶ/ｏｉＣＺｃｓＪｉ"cα‐

、ｓと思われる虫体５隻を観察したのでその症例と併せ

て報告する．虫体はいずれも頭節を具有していた．

圧病，抵抗，腫瘤を認めない．

検尿では蛋白(－)，糖(－)，ウロビリノーゲン(正常)，

沈法も異常なく，検便にて白色米粒大の片節を認めた．

末梢血液では赤血球数495万，血色素量15.59/dl，血色

素数１０５，ヘマトクリツト値43％，白血球数5400,好酸

球１９６，好中球61％，リンパ球3796,単球１％，特に好

酸球増多は認められなかった．

血液生化学的検査では血清総蛋ロ量７．２９/d１，Ａ/Ｇ比

Ｌ56,総ビリルビン().９ｍｇ/dl，ＧＯＴ１６単位，ＧＰＴ１７

単位，アルカリフオスファターゼ７．４単位，尿素窒素

１３ｍｇ/d１，総コレステロール２１３ｍｇ/d１，β-リポ蛋口７３８

ｍｇ/dl，トリグリセライド187ｍｇ/ｄｌと高脂血症が認め

られた．

治療：駆虫薬ピチオノーノレ１錠200ｍｇを15錠早朝空

腹時に頓用せしめ，２時間後に下剤として硫苦１．５９を

用いた．その後１時間にして腹鳴腹痛と共に便意を催

し，下痢便と共に頭節をもつ虫体５隻を排出した．駆虫

にさいしては特記すべき副作用はみられなかった．

症例

患者は60歳の男子で名古屋市熱田区在住＞職業は洋服

の仕立業である．

主訴：時折腹部膨満感と嘔気等の症状があった．

家族歴：本症に関する特記事項なし．

既往歴ご約３年前，軽度の脳出血があった．

現病歴：約３年前より体力の増強，疲労凹復の目的で

マムシの生肝，生血を摂取するようになり入院時までに

合計50匹程度食べた．１年前より腹部症状として時折，

腹部膨満感，嘔気等の症状がみられ，本年１月頃より便

中に米粒大の白い異物（片節）が出るのに気付き，熱田

保健所などを経て三菱名古屋病院に入院した．

入院時臨床所見：体格中等度，やや肥満，皮膚粘膜は

貧血'性でなく，浮腫やリンパ節腫脹も認められない，血

圧150～90ｍｍＨｇ，心電図，胸部レントゲン写真等も異

常なく，赤沈中間値８ｍｍ，腹部は肝，脾臓は触れず，

虫体の形態

排出虫体は一部途中で切断していると思われるが頭節

を具有し，未熟片節，成熟片節のすべてと老熟片節の一

部が認められた．そのうちの－隻について記載すると全

長84.5ｃｍ，最大幅２４ｍｍ，総片節数約868ケを算し，

外観はやや肉厚で乳白色半透明である．頭節（写真１）

は大きさ500×710浜で４個の吸盤(ほぼ卵形に近い，１８５

×240ﾉﾘ)を有し，無鉤である．頭節に続いて約１０ｍｍの

ところから片節が判然としてくる．幼弱片幅は体幅１．３

×２．０ｍｍで横径が長く，片節内部には一対･の排泄管が

明瞭に認められる．生殖器は未熟で判然としないが睾
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につれてしだいに丸味が生じ雌｣性生殖器も増大し虫卵で

充たされた副子宮も明瞭となる（写真３）．

老熟片節は外観の形態が種子様でその末端部では片節

の体幅が若干小さく２．３×１．８ｍｍと横径に比し長径が

長くなる．体中央部に子宮が蛇行し，それに続いて後方

に膨大な副子宮（写真４）が連りその内部に成熟した虫

卵が充満している副子宮の大きさは465～600×460～

552/ｚで肉眼でも充分観察出来る．睾丸は若干認められ
るものもあるが大部分は退化している

虫卯（写真５）は副子宮を潰す事により観察出来る．

大きさは30～38×23～28浬で薄い卯殻を有し，不正楕

円形でその内部に六鉤幼虫が確認出来る．

考察

これまでに報告されている世界でのMbsoccszoicZcs属

Photo３Gravidsegments

九，卵巣，卵黄腺などが一応観察出来る．しかし子宮，

副子宮はまだ未熟である．睾丸は体側の排泄管より内側

にみられる．

成熟片節（写真２）はその体1幅が1.0×２．２ｍｍで矢

張り横径が長く，雌性生殖器各部の発育が著明で卵巣，

卵黄腺と中央にやや蛇行した子宮が内容にみられる．一

部副子宮の形成が認められるものもある子宮内部には

未熟な虫卯が認められる．一方睾丸は排泄管の内外両側

に判然とみられその数は60～85個で大きさは35～68×３２

～481でかなり幅が認められる．陰茎裏はその大きさ

が115～150×65～94,αである．更に片節は後部に至る

ｏ`〕、
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Ｉ土剖検したところ３７隻の成虫を認めたという．またこ

の得た条虫は人体寄生例のＭＺｉ"eatj`ｓのそれとほと

んど差異を認めなかったと報告している．こうしたこと

から日本でのMesoceszojaes属条虫の人体感染は著者

らの症例を含めてすべて蛇類を強精剤らの薬用として愛

用する日本での異ったI慣習がなくならない限りこうした

症例の根絶は望めない．

結語

１．名古屋市熱田区に在住し洋服仕立業を営む60歳の

男子で体力増強，疲労回復の目的でマムシの生肝，生血

を飲食してこれにより感染したと思われるMsocesro‐

ｉａｅｓ属条虫症を経験した．これは日本における第11例

目の症例と思われる．

２．排出虫体は頭節を有し，これに４個の吸盤を認め

た．全長84.5ｃｍ，片節の最大幅2.4ｍｍ，総片節数868

個を算し，頭節の大きさ500×710′，陰茎雲の大きさ

115～150×65～94/１，睾丸数60～85/z，老熟片節にみら

れる副子宮の大きさ465～600×460～552β，虫卵30～

38×23～２８β’であった．

３．本症例の患者はマムシがその感染源と推定され

た．
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史についてWitenberg（1934）は第一中間宿主は糞食

』性の昆虫としているが現在はササラダニが主なものと考

えられ，第２中間宿主を爬虫類と推定している．近年熊

田ら（1972）はマムシから得たtetrathyridiaを仔猫，

ラット，マウスにそれぞれ感染した結果，ラット，マウ

スでの感染は陰性であったが感染後36日，８０日の各仔猫

(２３）
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THE 11 TH CASE OF HUMAM INFECTION WITH

MESOCESTOIDES LINEATUS IN JAPAN

Tetuo MORISITA, Keizo NAGASE, Kaichi MORIYAMA

(Department of Parasitology, School of Medicine, Fujita-Gakuen

University, Toyoake, Nagoya, Japaii)

AND YOSHIO MATUMOTO

(Mitubishi Nagoya Hospital, Internal Medicine, Nagoya, Japan)

A tapeworm of the genus Mesocestoides was expelled from a man, 60 years old, living in

Nagoya City, by administration of bithionol. This case was the 11 th case of human infection

of Mesocestoides in Japan. The patient used to take the raw blood and liver of snake,

Agkistrodon halys, as tonic.

The worm had scolex with four unaremed suckers but without rostellum. The tape

worm was identified as Alesocestoides lineatus (Goeze, 1782) Railliet, 1892, from main characteri

stics of the cirrus sac(115~150 by 65~94/0> number of testis (60~85), in the mature and gravid

proglottids, the size of paruterine organ (465~600 by 460~552 /i) and the size of mature eggs

(30-38 by 23-28 pt) in the fully gravid proglottids.

The source of infection of this case was considered to be a snake, Agkistrodon halys

(Pallas).

(24)




